
石川県：外国人介護人材
『日本語能力向上支援』補助金

25.05.13

石川県では、業界団体等※1,2が会員企業で働く外国人労働者に

対して実施する日本語教育にかかる各種費用を補助します。

日本語教育の経験が少ない業界団体等でも安心してご活用いただ

けるよう、日本語教育に精通したアドバイザーがカリキュラムの作成

などを支援しますので、ぜひご活用ください。

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kousei/gaikokujin/



北國新聞：金沢のホテル価格が高騰
—外国人客増・円安で『 1室5万円』

25.05.02

金沢市内のホテルで大型連休（ゴールデンウイーク）の宿泊料金が高騰

している。ビジネスホテルの中には、通常の休日の３倍近い値段設定も

見受けられ、１室５万円と高級ホテル並みになっているところもある。国

内の観光客から「気軽に金沢に行けなくなる」と懸念する声が聞かれる一

方、円安を背景にインバウンド需要は勢いが止まらず、宿泊者の７０％が

外国人というホテルも出ている。

石川県のまとめでは、昨年の県内の外国人延べ宿泊者数は１１０万６千

人と過去最多を突破。観光庁の宿泊旅行統計でも今年１月の外国人宿

泊者は前年の約２倍となり、右肩上がりで上昇している。

https://www.hokkoku.co.jp/articles/-/1733008#goog_rewarded

同ホテルでもインバウンドの獲得に力を入れており、４月の宿泊者に占める比率は６７％と、昨年の
３６％から大幅に上昇した。円安の影響で高めの料金設定でも支払う外国人客は多く、担当者は「値
下げ合戦はせず、ホテルのサービスと付加価値を打ち出していきたい」と話した。



花見外国客でてこ入れ　石川、富山のホテル　
国内客の低迷補う　料理、ＳＮＳで誘客

25.03.18
花見シーズンを控え、石川、富山のホテルでインバウンド（訪日

客）の予約が好調となっている。３月下旬から４月上旬にかけて

欧米の団体客を中心に申し込みが相次ぎ、４月の予約の半数以

上を外国人客が占めるホテルも。能登半島地震の影響で和倉温

泉を訪れるツアーが減り、国内客が伸び悩む傾向もみられる中、

各ホテルは外国人が好む料理を用意したり、ＳＮＳ（交流サイト）

の発信に力を入れたりして、てこ入れを図る。

　情報会社「ウェザーニューズ」によると、金沢市では４月２日に

桜が開花、同８日に満開を見込む。金沢東急ホテルは２９日や４

月５日の予約がほぼ満室。欧米からの団体客が多く、担当者は

「４月は宿泊客のうちインバウンドが６割を超えてきそうだ」と驚い

た表情を見せた。ホテルでは１６日から、海外客が好むステーキ

ディナーの提供を始めた。 https://www.hokkoku.co.jp/articles/-/1688506


